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自
己
改
革

凛として凛として
　

今
、
我
々
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

自
己
改
革
を
進
め
て
い
る
。
農
業

者
の
所
得
の
増
大
、
地
域
の
活
性

化
を
最
大
の
目
的
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
事
は
今
更
、
言

う
ま
で
も
な
い
。
Ｊ
Ａ
鶴
岡
の
経

営
理
念
は
、
組
合
員
の
所
得
の
向

上
、
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
い

る
。
只
、
こ
の
事
を
役
職
員
一
人

一
人
が
真
剣
に
意
識
し
て
い
る
か
、

又
、
組
合
員
の
皆
様
に
伝
わ
っ
て

い
る
か
と
言
う
と
「
？
」
で
あ
る
。

　

農
水
省
が
認
定
農
業
者
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
Ｊ
Ａ
は
、

農
協
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
か
、
の
問
い
に
「
そ
う

思
う
」
と
答
え
た
人
は
３
割
で
あ

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
、
組
合

員
の
皆
様
に
、
Ｊ
Ａ
は
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
、
理
解
し
て
も

ら
う
の
は
大
変
難
し
い
事
な
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ
ば

伝
わ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
役
職
員

一
人
一
人
が
自
己
改
革
に
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
を
組
合
員
の
皆
様

　

今
、
我
々
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

自
己
改
革
を
進
め
て
い
る
。
農
業

者
の
所
得
の
増
大
、
地
域
の
活
性

化
を
最
大
の
目
的
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
事
は
今
更
、
言

う
ま
で
も
な
い
。
Ｊ
Ａ
鶴
岡
の
経

営
理
念
は
、
組
合
員
の
所
得
の
向

上
、
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
い

る
。
只
、
こ
の
事
を
役
職
員
一
人

一
人
が
真
剣
に
意
識
し
て
い
る
か
、

又
、
組
合
員
の
皆
様
に
伝
わ
っ
て

い
る
か
と
言
う
と
「
？
」
で
あ
る
。

　

農
水
省
が
認
定
農
業
者
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
Ｊ
Ａ
は
、

農
協
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
か
、
の
問
い
に
「
そ
う

思
う
」
と
答
え
た
人
は
３
割
で
あ

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
、
組
合

員
の
皆
様
に
、
Ｊ
Ａ
は
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
、
理
解
し
て
も

ら
う
の
は
大
変
難
し
い
事
な
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ
ば

伝
わ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
役
職
員

一
人
一
人
が
自
己
改
革
に
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
を
組
合
員
の
皆
様

に
実
感
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
で
は
自
己
改
革
に
取
り
組

む
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

「
自
己
改
革
」
を
検
索
し
て
見
る

と
、
な
る
ほ
ど
と
思
え
る
事
が
書

い
て
あ
っ
た
。
自
己
改
革
と
は
、

過
去
と
違
っ
た
考
え
方
と
行
動
を

取
る
事
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
ま
ず
目
的
を
持
つ
事
だ
。
も

ち
ろ
ん
、
我
々
の
最
終
目
的
は
組

合
員
の
所
得
の
増
大
で
あ
る
が
、

そ
の
為
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
、

立
場
の
人
間
が
、
一
人
一
人
に
合

っ
た
目
的
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

目
的
に
沿
っ
た
行
動
を
す
る
、
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
事
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
組
合
員
の
皆
様
か

ら
は
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
は
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
頂
け
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
違
い

ま
す
か
？
組
合
員
の
皆
様
。

　
代
表
理
事
組
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長
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一
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し
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。
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検
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と
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去
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違
っ
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考
え
方
と
行
動
を

取
る
事
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
ま
ず
目
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持
つ
事
だ
。
も

ち
ろ
ん
、
我
々
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最
終
目
的
は
組

合
員
の
所
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あ
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ぞ
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あ
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。
そ
し
て
、
そ
の

目
的
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沿
っ
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行
動
を
す
る
、
ア

ク
シ
ョ
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こ
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事
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
組
合
員
の
皆
様
か

ら
は
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
は
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
頂
け
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
違
い

ま
す
か
？
組
合
員
の
皆
様
。

　
代
表
理
事
組
合
長
　
佐
藤
　
茂
一
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特集

ＪＡ鶴岡青年部　手作り野立て看板特集
「家の光」を読んでみませんか？

石塚　志伊ちゃん　（11才）

　　　才伊ちゃん　（２才）

三瀬
しい

さい

 

　私の家は鶴岡市三瀬で江戸時代から350年以上続
いている坂本屋という旅館です。庄内浜のお魚や庄
内の新鮮な野菜・山菜をおじいちゃんとおばあちゃ
んがお料理してお母さん達が盛り付けてお客様にお
出ししています。私もみんなが忙しい時はお兄ちゃ
んと協力して妹・才伊の面倒をみたり、宿のことで
手伝えることは手伝います。するとごほうびにサザ
エや岩ガキがもらえます。
　三瀬は山あり海あり里ありでとてもいいところで
す。ぜひ遊びに来てください。
（お父さん：慶さん　お母さん：直子さん　お兄ちゃん：勘くん）

今月の
モデル
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初出荷式でテープカットをする参加者。

トップセールスで市場関係者らに「だだちゃ豆」をＰＲした。

全
国
の
フ
ァ
ン
へ
お
届
け

だ
だ
ち
ゃ
豆
初
出
荷
式
、
大
阪
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

 

Ｊ
Ａ
鶴
岡
は
８
月
４
日
、
北
部
集
出

荷
施
設
で
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」
の
２
０
１

７
年
度
初
出
荷
式
を
開
い
た
。

 

農
家
や
市
場
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員

ら
約
40
人
が
出
席
。
同
日
は
「
早
生
甘

露
」
約
10
㌧
を
出
荷
。
神
事
の
後
、
農

家
や
Ｊ
Ａ
の
代
表
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
し
て
、
京
浜
市
場
に
向
け
て
出
発

す
る
第
１
便
の
ト
ラ
ッ
ク
を
拍
手
で
送

り
出
し
た
。

 

17
年
度
は
専
門
部
の
２
２
９
人
が
２

６
７
㌶
で
栽
培
。
関
東
・
関
西
地
区
の

市
場
を
中
心
に
全
国
各
地
に
出
荷
す

る
。

 

８
月
８
日
に
は
、
鶴
岡
市
と
Ｊ
Ａ
鶴

岡
が
、
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
で
「
だ

だ
ち
ゃ
豆
」
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し

た
。
関
西
方
面
へ
の
出
荷
に
も
力
を
入

れ
る
た
め
、
榎
本
政
規
市
長
と
佐
藤
茂

一
組
合
長
が
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」
に

合
わ
せ
、
市
場
関
係
者
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

 

佐
藤
組
合
長
は
「
ま
だ
知
名
度
が
低

い
関
西
方
面
へ
の
売
り
込
み
に
力
を
入

れ
た
い
。
特
に
味
は
ど
こ
の
エ
ダ
マ
メ

に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
る
。
ぜ
ひ
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
強
調
。
買
参
人
な
ど

３
０
０
人
に
茹
で
た
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」

を
振
る
舞
っ
た
。

火が一度に燃え広がらないよう、上から下に向かって
少しずつ燃やしていく。

伝統の焼き畑農法を守り続けている生産者ら。

伝
統
の
焼
畑
を
実
施

田
川
焼
畑
赤
か
ぶ
専
門
班

　

Ｊ
Ａ
鶴
岡
の
生
産
者
組
織
で
あ
る
田

川
焼
畑
赤
か
ぶ
専
門
班
は
８
月
20
日
、

田
川
地
区
少
連
寺
の
杉
伐
採
地
で
焼
き

畑
作
業
を
行
い
、
17
人
が
参
加
し
た
。

　

「
田
川
焼
畑
赤
か
ぶ
」
の
一
番
の
特

徴
は
毎
年
異
な
る
杉
伐
採
地
を
山
焼
き

す
る
こ
と
。
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ

た
天
然
の
腐
葉
土
と
、
山
焼
き
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
大
量
の
灰
に
よ
り
カ

リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ

ル
成
分
が
た
っ
ぷ
り
と
カ
ブ
に
吸
収
さ

れ
る
。

　

山
の
急
斜
面
で
の
作
業
と
な
り
、
危

険
が
伴
う
重
労
働
だ
が
主
役
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
の
は
平
均
年
齢
70
歳
以
上

の
生
産
者
た
ち
。
朝
早
く
か
ら
約
１
㌶

の
圃
場
で
焼
き
畑
を
行
い
、
ま
だ
煙
の

立
つ
熱
い
山
肌
に
種
子
を
ま
い
た
。
田

川
焼
畑
赤
か
ぶ
専
門
班
の
長
谷
川
喜
三

班
長
は
「
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
も
深
刻

化
し
て
い
る
が
、
焼
き
畑
で
育
て
た
赤

か
ぶ
を
待
つ
人
が
い
る
こ
と
が
励
み
と

な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

収
穫
は
10
月
中
旬
頃
か
ら
始
ま
り
、

地
元
を
中
心
と
し
た
県
内
の
加
工
業
者

へ
販
売
さ
れ
る
。
２
０
１
７
年
度
は
28

人
の
生
産
者
が
約
２
㌶
の
圃
場
で
14
㌧

の
出
荷
を
目
指
す
。
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自
動
車
共
済
の
提
案
力
競
う

カ
ウ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
ス
コ
ン
テ
ス
ト

最優秀賞に輝いた藤田さん㊨

　

共
済
課
は
８
月
９
日
、
金
融
本
店
で
共
済
窓
口
担

当
者
の
接
客
技
能
を
競
う
カ
ウ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
ス
コ

ン
テ
ス
ト
を
初
め
て
開
い
た
。
７
店
か
ら
７
人
が
出

場
。
最
優
秀
賞
に
金
融
本
店
の
藤
田
亜
紀
さ
ん
が
輝

い
た
。
９
月
７
日
の
県
大
会
に
出
場
す
る
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
山
形
の
担
当
者
が
来
店
者
役
を
演
じ
、

自
動
車
共
済
継
続
時
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
テ
ー
マ

に
、
契
約
内
容
説
明
か
ら
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
提
案
な

ど
の
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
セ
ス
を
、
12
分
間
の
ロ
ー
ル
プ

レ
ー
イ
ン
グ
方
式
で
競
っ
た
。

　

小
野
和
治
金
融
部
長
ら
３
人
が
表
情
や
態
度
、
会

話
力
、
提
案
力
な
ど
６
項
目
を
審
査
し
た
。

女
性
総
代
が
Ｊ
Ａ
関
連
施
設
を
見
学

上
郷
支
所

　

上
郷
支
所
で
は
、
８
月
４
日
に
支
所
管
内
の
女
性

総
代
を
対
象
と
し
た
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
女
性
の
声
を
事
業
に
反
映
さ
せ
る

に
は
Ｊ
Ａ
事
業
を
理
解
す
る
事
が
必
要
と
の
事
か
ら

２
０
１
５
年
度
よ
り
実
施
。
今
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡

の
北
部
集
出
荷
場
な
ど
の
施
設
６
カ
所
を
見
学
。
女

性
総
代
６
人
が
参
加
し
た
。

　

北
部
集
出
荷
場
の
見
学
で
は
、
朝
に
集
荷
さ
れ
た

キ
ク
ラ
ゲ
や
オ
ク
ラ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
長
ネ
ギ
な
ど

が
箱
詰
め
さ
れ
た
状
態
の
も
の
を
見
て
は
、
出
荷
規

格
や
今
年
の
農
産
物
の
生
育
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の

質
問
が
出
さ
れ
た
。

北部集出荷場で出荷の流れを見学する参加者。

さやもぎ作業に汗を流す参加者。

だ
だ
ち
ゃ
豆
の
収
穫
体
験
を
実
施

大
泉
フ
ェ
ロ
ー
ズ

　

農
事
組
合
法
人
・
大
泉
フ
ェ
ロ
ー
ズ
は
８
月
４
日
、

鶴
岡
市
布
目
に
あ
る
圃
場
で
特
産
の
だ
だ
ち
ゃ
豆
の

収
穫
体
験
を
行
い
、
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
の
観
光
客

15
人
が
参
加
し
た
。

　

大
泉
地
区
で
栽
培
が
盛
ん
な
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
魅
力

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
今
年
度
よ
り
新
た
に

約
78
㌃
の
収
穫
体
験
圃
場
を
設
置
。
今
年
は
６
月
に

低
温
が
続
い
た
こ
と
か
ら
早
生
品
種
の
生
育
が
１
週

間
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
が
品
質
は
上
々
。
観
光
客
ら
は

収
穫
時
期
を
迎
え
た
「
早
生
甘
露
」
10
株
を
収
穫
後
、

法
人
メ
ン
バ
ー
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
さ
や
も

ぎ
作
業
に
精
を
出
し
た
。

＆
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職
員
が
現
場
研
修

集
出
荷
、
触
れ
て
学
ん
で

夏
の
味
覚「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」を
満
喫

第
２
回
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル

　

Ｊ
Ａ
鶴
岡
は
８
月
27
日
、
第
２
回
あ
ぐ
り
ス
ク
ー

ル
を
開
き
、
市
内
外
の
小
学
３
〜
６
年
生
の
親
子
９

組
25
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
大
泉
フ
ェ
ロ
ー
ズ
の
圃
場
で
だ
だ
ち
ゃ

豆
の
収
穫
を
体
験
。
同
法
人
の
役
員
ら
か
ら
収
穫
の

コ
ツ
を
教
わ
っ
た
。
子
ど
も
の
背
丈
ほ
ど
の
高
さ
に

育
っ
た
主
力
品
種
「
白
山
」
を
親
子
で
力
を
合
わ
せ
、

根
本
か
ら
力
い
っ
ぱ
い
引
き
抜
い
て
い
た
。

　

引
き
続
き
、
同
市
農
村
セ
ン
タ
ー
で
、
女
性
部
農

産
加
工
グ
ル
ー
プ
代
表
の
石
田
澄
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
料
理
講
習
を
行
っ
た
。
採
れ
た

て
の
だ
だ
ち
ゃ
豆
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
、
味
噌
汁
、

茹
で
豆
の
３
品
を
作
り
、
鶴
岡
の
夏
の
味
覚
を
満
喫

し
た
。

選
果
、選
別
徹
底
を
呼
び
掛
け

ミ
ニ
ト
マ
ト
目
揃
い
会

出荷規格を確認する農家。

「だだちゃ豆」の集荷作業を体験するＪＡ職員㊧

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
専
門
部
は
８
月
25
日
、
西
郷
選
果
場

で
部
会
員
ら
約
80
人
が
参
加
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
目

揃
い
会
を
開
い
た

　

営
農
指
導
員
が
サ
ン
プ
ル
と
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
を

示
し
な
が
ら
出
荷
規
格
や
集
荷
、
選
別
の
注
意
点
な

ど
を
説
明
。
か
び
の
発
生
や
異
物
が
混
入
し
な
い
よ

う
、
選
果
・
選
別
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
た
。

　

販
売
係
が
「
産
地
一
丸
と
な
っ
て
高
品
質
出
荷
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
Ｊ
Ａ
も
、
よ
り
一
層
安
定
的

な
販
売
に
努
め
る
。
昨
年
以
上
の
出
荷
量
、
単
価
を

目
指
し
て
頑
張
ろ
う
」
と
訴
え
た
。

　

17
年
度
は
専
門
部
員
１
４
７
人
が
16
・
５
㌶
で
栽

培
。
出
荷
は
８
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬
ま
で
続
く
。

　

Ｊ
Ａ
鶴
岡
は
８
月
７
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
、
北

部
集
出
荷
場
で
職
員
の
農
作
業
研
修
を
し
た
。
30
人

が
選
果
作
業
な
ど
を
体
験
し
た
。

 

参
加
者
は
、
担
当
者
の
説
明
を
受
け
た
後
、
地
域

別
に
組
合
員
が
持
ち
込
む
袋
詰
め
の
「
だ
だ
ち
ゃ

豆
」
が
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
を
ロ
ー
ラ
ー
コ
ン
ベ
ヤ
ー

に
載
せ
、
予
冷
庫
に
運
び
入
れ
る
作
業
を
体
験
。
箱

詰
め
や
発
送
票
の
貼
り
付
け
な
ど
も
体
験
し
た
。

 

藍
陽
子
人
事
教
育
課
長
は
「
農
業
に
接
す
る
機
会

が
少
な
い
職
員
も
い
る
の
で
、
研
修
を
通
し
て
地
域

の
農
業
や
農
家
へ
の
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

 

４
月
の
研
修
で
は
、
85
人
が
水
稲
苗
の
播
種
作
業

を
し
た
。
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力を合わせて収穫しました。
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2016年産「はえぬき」が22年間続いた『特A』ラン
クから陥落したため、2017年産は『特A』を取り戻
すという農業者の強い気持ちを込めた作品にした。

山形県産米の2大銘柄であるはえぬき、つや姫へ
の思いを込めた作品です。

米消費量が減少する中、今後の米販売において動
画配信等をはじめ積極的なPRをしながら米販売を
推進し、子どもから大人まで誰からも愛される「米」
になってほしいという北支部メンバーの思いを作品
にしました。

「食」は「風土」であり、その根源である地域農業を
支えていく決意を文字にし、支部盟友全員で書き
ました。

JA鶴岡青年部 手作り野立て看板特集

読んでみませんか？

特集 読書の秋にピッタリ！！

各産地から新しい水稲品種が続々登場する状況の
なか、サンシャイン池崎をモチーフに他産地に負け
ないつや姫の勢いと、さらに上を目指そうとする意
気込みを表現してます。

国民一人あたりの米消費量が年々下落しています。
パンや麺類もいいですが、食料自給率100％で栄
養価も高く、古来より日本文化の中心であるお米
を優先して欲しいという思いを「ファースト」と表現
しました。

　今年も野立て看板コンクールの季節がやってまいりました。
　当コンクールは「農業関係者をはじめ、地域住民に対しJA並びにJA青年
部活動について広く理解を求めること」を目的に毎年開催されています。
本ページでは、JA鶴岡青年部各支部で作成した力作をご紹介します。

食と農
手芸「やさしいハンド
メイド」や介護、健康、
お助け家計防衛隊など
暮らしに役立つ講座で、
生活がもっと
充実します。

「家の光」は創刊92周年を迎えた家庭総合雑誌です。
「食と農」、「暮らし」、「家族」、「協同」の４つのテーマを
  柱として構成されており、暮らしや生活に役立つ、
  家族みんなが楽しめる月刊誌です。

「美輪明宏の人生相談」
や「親と子の童話」、
時事問題のやさしい解
説など、思わず共感を
覚えたり、納得できる
読み物が満載です。

仲間づくり、地域づくり
をテーマに、全国のＪＡ
専門部や女性部の活動を
紹介。マンガで紹介する
ＪＡ講座も掲載。

講読についてのお問い合わせ・申し込みは

6

大泉支部大泉支部

北支部北支部上郷支部上郷支部

大山支部大山支部
西郷支部西郷支部

南支部南支部

生活課  ☎23-5045
または最寄りの支所・支店まで、
　　　　　　　 お願い致します。

年間購読がお得です！

詳しくは
折込チラシを
ご覧ください。

毎号掲載の料理カード、季節に
合わせた料理特集でレパートリー
が広がります！「農ライフのす
すめ」では地域の魅力を引き
出します。

協同
家族
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伊
藤
　
直
樹
さ
ん

少
連
寺

平成27年8月生まれ
父：達志さん　母：聖子さん
【布目】水口こきんさん

【仙台】鈴木東治さん、良子さんのお孫さん
【新赤】阿部正さん、悦さん

【茨新田】佐藤葉二さん、定子さんのお孫さん

平成28年10月生まれ
父：浩平さん　母：舞子さん

　

私
は
県
外
の
小
学
校
に
務
め
て
い
ま
し

た
が
、
田
川
地
域
の
実
家
に
帰
っ
た
こ
と

を
機
に
、
ご
縁
が
あ
っ
て
保
育
園
の
園
長

と
し
て
勤
務
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

田
川
地
域
は
小
学
校
の
統
廃
合
を
受
け
、

地
元
に
は
教
育
機
関
が
保
育
園
だ
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
地
域
に
人
が

集
ま
る
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
他
地
域
と
同
じ
よ
う
に
田

川
地
域
も
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

地
域
が
も
っ
と
元
気
で
明
る
く
な
っ
て
い

く
た
め
に
、
保
育
園
で
何
が
で
き
る
か
考

え
て
い
ま
す
。

　

田
川
の
豊
富
な
自
然
の
中
で
、
の
び
の

び
と
し
た
保
育
を
行
っ
た
り
、
小
学
生
や

高
齢
者
な
ど
と
関
わ
り
、
人
と
人
と
が
繋

が
る
喜
び
を
感
じ
る
活
動
を
増
や
し
た
り

し
て
、
保
育
園
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
田
川

地
域
と
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
保
育
園
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
野
　
　
聡
さ
ん

中
柳
原

あ
か
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
広
報
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

お
孫
さ
ん
・
お
子
さ
ん
、
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
総
合
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

き
っ
と
、
良
い
記
念
に
な
り
ま
す
よ
！

写真掲載のご希望は総合企画課 ☎33-8179 までお気軽にご連絡下さい。

お な ま え　ふうこ

飼　い　主　五十嵐ひろ子さん（地区 平田）

品　　　種　ミックス

生まれは大阪。若い頃はやんちゃだったけど最近は歳を

重ねて昼寝をするのが楽しみです。年に何回かこの片田

舎に来ては鶴岡の自然を楽しんでます。ときどき迷子に

なるけどね。

　

私
が
就
農
し
て
早
い
も
の
で
９
年
目
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
で
は
、
水
稲
と
枝
豆
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
秋
か
ら
春
先
ま
で
は
菌
床
で
ぶ

な
し
め
じ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
私
は
水
稲
を
中
心
に
力
を
入
れ
て

い
て
、
最
近
で
は
、
地
域
の
農
業
の
先
輩

や
父
親
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
、
自
分
が
就
農
す
る
時
に

思
っ
て
い
た
「
自
分
に
と
っ
て
の
農
業
」を
、

日
々
考
え
な
が
ら
、
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
化
す
る
で

あ
ろ
う
農
政
、
特
に
来
年
度
か
ら
始
ま
る

平
成
30
年
問
題
に
対
し
て
、
勉
強
し
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
一
人
前
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
地
域
農
業
者
の
端
く
れ
と
し
て
、

日
々
勉
強
と
考
え
て
、
努
力
し
て
地
域
農

業
を
支
え
る
農
業
人
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

組合員
紹介私の思い・みなさんに伝えたい

!!

日
々
勉
強

明
る
く
元
気
な
地
域
に
！！

職員
紹介

新
赤

阿
部
　
凛 

ち
ゃ
ん

寺
田

小
池
心
陽 

ち
ゃ
ん

こ
は
る

布
目

鈴
木
颯
人 

く
ん

は
や
と

り
ん

平成27年6月生まれ
父：貴士さん　母：蓮さん

（貢さん、美保さんのお孫さん）

大阪生まれで16才のふうこちゃん

9 8

　

こ
の
4
月
よ
り
、
自
動
車
燃
料
課
自
動
車
営

業
係
と
し
て
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
の
女
性
営
業
と
い
う
こ
と
で
慣
れ
な
い
外

回
り
、
営
業
活
動
に
戸
惑
っ
て
い
る
毎
日
で
す

が
、
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
宅
で
「
女

の
人
さ
な
っ
た
な
？
」
と
驚
か
れ
つ
つ
も
「
頑

張
れ
の
！
」
と
あ
た
た
か
い
言
葉
を
か
け
て
も

ら
い
、
感
謝
し
な
が
ら
励
み
に
し
訪
問
し
て
い

る
日
々
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
中
古
車
査
定
士
の
取
得
に
向
け
て

車
の
知
識
を
増
や
し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
お
車
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

私
生
活
で
は
、
二
人
と
も
小
学
生
の
子
ど
も

が
い
る
た
め
、
休
日
は
学
校
行
事
や
習
い
事
に

追
わ
れ
る
日
々
で
す
が
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立

し
な
が
ら
マ
マ
さ
ん
営
業
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
　
千
穂
さ
ん

茂
木
千
恵
子
さ
ん

自
動
車
燃
料
課

自
動
車
営
業
係

女
性
営
業
と
し
て

ち

ほ

も
て 

き　
ち　

え　

こ
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を
感
じ
る
活
動
を
増
や
し
た
り

し
て
、
保
育
園
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
田
川

地
域
と
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
保
育
園
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
野
　
　
聡
さ
ん

中
柳
原

あ
か
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
広
報
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

お
孫
さ
ん
・
お
子
さ
ん
、
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
総
合
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

き
っ
と
、
良
い
記
念
に
な
り
ま
す
よ
！

写真掲載のご希望は総合企画課 ☎33-8179 までお気軽にご連絡下さい。

お な ま え　ふうこ

飼　い　主　五十嵐ひろ子さん（地区 平田）

品　　　種　ミックス

生まれは大阪。若い頃はやんちゃだったけど最近は歳を

重ねて昼寝をするのが楽しみです。年に何回かこの片田

舎に来ては鶴岡の自然を楽しんでます。ときどき迷子に

なるけどね。

　

私
が
就
農
し
て
早
い
も
の
で
９
年
目
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
で
は
、
水
稲
と
枝
豆
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
秋
か
ら
春
先
ま
で
は
菌
床
で
ぶ

な
し
め
じ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
私
は
水
稲
を
中
心
に
力
を
入
れ
て

い
て
、
最
近
で
は
、
地
域
の
農
業
の
先
輩

や
父
親
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
、
自
分
が
就
農
す
る
時
に

思
っ
て
い
た
「
自
分
に
と
っ
て
の
農
業
」を
、

日
々
考
え
な
が
ら
、
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
化
す
る
で

あ
ろ
う
農
政
、
特
に
来
年
度
か
ら
始
ま
る

平
成
30
年
問
題
に
対
し
て
、
勉
強
し
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
一
人
前
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
地
域
農
業
者
の
端
く
れ
と
し
て
、

日
々
勉
強
と
考
え
て
、
努
力
し
て
地
域
農

業
を
支
え
る
農
業
人
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

組合員
紹介私の思い・みなさんに伝えたい

!!

日
々
勉
強

明
る
く
元
気
な
地
域
に
！！

職員
紹介

新
赤

阿
部
　
凛 

ち
ゃ
ん

寺
田

小
池
心
陽 

ち
ゃ
ん

こ
は
る

布
目

鈴
木
颯
人 

く
ん

は
や
と

り
ん

平成27年6月生まれ
父：貴士さん　母：蓮さん

（貢さん、美保さんのお孫さん）

大阪生まれで16才のふうこちゃん
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こ
の
4
月
よ
り
、
自
動
車
燃
料
課
自
動
車
営

業
係
と
し
て
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
の
女
性
営
業
と
い
う
こ
と
で
慣
れ
な
い
外

回
り
、
営
業
活
動
に
戸
惑
っ
て
い
る
毎
日
で
す

が
、
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
宅
で
「
女

の
人
さ
な
っ
た
な
？
」
と
驚
か
れ
つ
つ
も
「
頑

張
れ
の
！
」
と
あ
た
た
か
い
言
葉
を
か
け
て
も

ら
い
、
感
謝
し
な
が
ら
励
み
に
し
訪
問
し
て
い

る
日
々
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
中
古
車
査
定
士
の
取
得
に
向
け
て

車
の
知
識
を
増
や
し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
お
車
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

私
生
活
で
は
、
二
人
と
も
小
学
生
の
子
ど
も

が
い
る
た
め
、
休
日
は
学
校
行
事
や
習
い
事
に

追
わ
れ
る
日
々
で
す
が
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立

し
な
が
ら
マ
マ
さ
ん
営
業
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
　
千
穂
さ
ん

茂
木
千
恵
子
さ
ん

自
動
車
燃
料
課

自
動
車
営
業
係

女
性
営
業
と
し
て

ち

ほ

も
て 

き　
ち　

え　

こ



　

刈
取
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、
充
実
度
不
足
や
青
未
熟
粒

が
増
加
し
ま
す
。
逆
に
刈
取
時
期
が
遅
す
ぎ
る
と
、
光
沢

の
低
下
や
薄
茶
米
、
胴
割
米
、
穂
発
芽
が
増
加
し
、
玄
米

外
観
と
食
味
の
低
下
を
招
き
ま
す
。
今
年
度
は
出
穂
後
の

日
照
不
足
に
よ
り
穂
揃
い
が
遅
れ
、
登
熟
期
も
低
温
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
充
実
度
不
足
や
青
未
熟
粒
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
刈
取
開
始
も
平
年
よ
り
遅
れ
る
見
込
み
の

た
め
、
刈
取
作
業
は
積
算
気
温
だ
け
で
な
く
、「
青
籾
歩

合(

15
〜
20
％
）」
や
「
籾
水
分
」、「
枝
梗
の
枯
れ
具
合
」

を
十
分
確
認
し
て
、
適
期
期
間
に
刈
り
取
り
を
開
始
・
終

了
で
き
る
よ
う
に
余
裕
を
持
っ
た
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
異
品
種
混
入
防
止
の
た
め
、
刈
取
開
始
前
に
は

必
ず
コ
ン
バ
イ
ン
の
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
品
種
切
替

時
も
脱
穀
部
、
オ
ー
ガ
、グ
レ
ン
タ
ン
ク
の
籾
の
除
去
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
事
故
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

圃
場
進
入
時
や
後
退
時
の
転
倒
・
転
落
、
詰
ま
り
除
去
時

の
巻
き
込
み
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
に
は
一
旦
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
対
処
す
る
な
ど
、

農
作
業
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

農
業
・
農
政
情
報
+

農
業
・
農
政
情
報
+

Ｊ
Ａ
鶴
岡
発
信

適
期
刈
取
を
徹
底
し
、安
全
作
業
で

実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！
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日　　時：
　　【研 修 会】午後1時30分～5時30分
　　【交 流 会】午後5時30分より

集　　合：東京第一ホテル鶴岡の本館入口前に、
　　　　　午後1時20分まで集合願います。

内　　容：新たな作付を検討する参考にするため、
　　　　　JA鶴岡管内の圃場をバスで巡回します。

場　　所：【研 修 会】JA鶴岡管内圃場
　　　　　【交 流 会】東京第一ホテル鶴岡
　　　 　　 　　
参 加 費：【研 修 会】無料

戴頂を円000,2日当】会 流 交【  　　　　
　　　　　　　　  　いたします。　　　

申込期限：平成29年10月 5 日（木）

園芸品目（秋品目）現地研修会

参加者募集中！

園芸品目の作付をご検討の方、 就農を予定している方、

就農後間もない方など、 色々な品目を見ることができる

機会ですので、 ぜひお気軽にご参加下さい。

【巡回予定品目】

　野菜 ： ミニトマト ・ さやいんげん

　花き ・産直品目

野菜・花き合計 6品目程度を
予定しており、生産者の方や
営農指導員が栽培の概要につ
いてご説明いたします。

※詳しくは折込チラシをご覧ください。

平成29年11月1日（水）



※料理レシピのインターネット上への公開は認め
られていないため、本誌のみでの公開となります。

信用課からのお知らせ＜年金編＞

レシピ
の

ご案内

地元食材で挑戦 !! 地産地消
クッキング

11

年金に関するご相談・ご請求のお手続きは
最寄りの支所・支店窓口まで、お気軽にお声かけください。

どんなふうに変わったの？
●今までは…
老齢年金を受け取るには、資格期間が25年以上必要でした。
※厚生年金保険や共済組合の加入期間、国民年金保険料の納付
済期間や免除期間、合算対象期間（カラ期間）など。合算対象期間と
は年金額には反映されないが、資格期間にはカウントできる期間。たと
えば「会社員の妻で、昭和61年3月31日までに国民年金に任意加入
していなかった期間（当時20歳以上60歳未満）」など。さまざまな条件
があるので、年金事務所などで確認しましょう。

資格期間が10年以上25年未満の人に届く
封筒・年金請求書は
こちら！
黄色い封筒で届きます。中に
は黄色い紙の年金請求書が
入っており、封筒・年金請求書
ともに右上に「短縮」と書かれ
ています。

受給資格期間受給資格期間 短縮短縮に
なりました！年金年金 がの 10年に10年に



初秋を満喫した一日となりました。

介助のコツを学ぶ参加者。

　７～８月に開催された支所ビアガーデンに青年部屋台が出店。
フランクフルトや焼きそばを販売し、イベントを盛り上げました。
　７～８月に開催された支所ビアガーデンに青年部屋台が出店。
フランクフルトや焼きそばを販売し、イベントを盛り上げました。

　

大
泉
支
部
は
８
月
２
日
、
鶴

岡
市
の
大
泉
保
育
園
に
、
部
員

が
栽
培
し
た
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
福
祉
施

設
な
ど
へ
だ
だ
ち
ゃ
豆
を
届
け

て
お
り
、
今
年
で
13
回
目
。

　

佐
藤
陽
介
支
部
長
は
「
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
、
お
い
し

い
だ
だ
ち
ゃ
豆
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
ね
」
と
園
児
に
話
し
、
だ
だ

ち
ゃ
豆
「
早
生
甘
露
」
５
㌔
を

手
渡
し
し
ま
し
た
。
園
児
ら
は
、

お
礼
に
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」
応
援

ソ
ン
グ
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
プ
ッ
チ

ュ
ー
ン
」
の
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

大
泉
支
部
は
８
月
２
日
、
鶴

岡
市
の
大
泉
保
育
園
に
、
部
員

が
栽
培
し
た
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
福
祉
施

設
な
ど
へ
だ
だ
ち
ゃ
豆
を
届
け

て
お
り
、
今
年
で
13
回
目
。

　

佐
藤
陽
介
支
部
長
は
「
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
、
お
い
し

い
だ
だ
ち
ゃ
豆
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
ね
」
と
園
児
に
話
し
、
だ
だ

ち
ゃ
豆
「
早
生
甘
露
」
５
㌔
を

手
渡
し
し
ま
し
た
。
園
児
ら
は
、

お
礼
に
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」
応
援

ソ
ン
グ
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
プ
ッ
チ

ュ
ー
ン
」
の
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

西
郷
支
部
は
９
月
７
日
、

市
内
の
櫛
引
地
区
で
ブ
ド
ウ

狩
り
を
行
い
、
部
員
32
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
同
市
西
荒

屋
の
「
ぶ
ど
う
園
さ
く
ま
」

で
は
、
頭
上
一
面
に
広
が
る

太
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
育

っ
た
ブ
ド
ウ
が
も
ぎ
取
り
食

べ
放
題
。
太
陽
を
い
っ
ぱ
い

浴
び
て
育
っ
た
ブ
ド
ウ
は
甘

み
が
強
く
、
参
加
者
た
ち
は

食
べ
頃
を
む
か
え
た
「
ピ
オ

ー
ネ
」
な
ど
数
種
類
の
ブ
ド

ウ
を
食
べ
比
べ
て
は
、
自
分

　

西
郷
支
部
は
９
月
７
日
、

市
内
の
櫛
引
地
区
で
ブ
ド
ウ

狩
り
を
行
い
、
部
員
32
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
同
市
西
荒

屋
の
「
ぶ
ど
う
園
さ
く
ま
」

で
は
、
頭
上
一
面
に
広
が
る

太
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
育

っ
た
ブ
ド
ウ
が
も
ぎ
取
り
食

べ
放
題
。
太
陽
を
い
っ
ぱ
い

浴
び
て
育
っ
た
ブ
ド
ウ
は
甘

み
が
強
く
、
参
加
者
た
ち
は

食
べ
頃
を
む
か
え
た
「
ピ
オ

ー
ネ
」
な
ど
数
種
類
の
ブ
ド

ウ
を
食
べ
比
べ
て
は
、
自
分

好
み
の
品
種
を
見
つ
け
て
い

ま
し
た
。

　

上
郷
支
部
は
９
月
１
日
、

上
郷
コ
ミ
セ
ン
で
第
３
回

「
か
が
や
き
講
座
」
を
開
講

し
12
人
（
内
部
員
外
１
人
）

が
参
加
。
福
祉
課
の
職
員
６

人
が
講
師
と
な
り
、
片
側
ま

ひ
の
方
へ
の
衣
類
着
脱
方
法
、

車
い
す
へ
の
移
乗
方
法
な
ど
、

介
護
の
基
本
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

好
み
の
品
種
を
見
つ
け
て
い

ま
し
た
。

　

上
郷
支
部
は
９
月
１
日
、

上
郷
コ
ミ
セ
ン
で
第
３
回

「
か
が
や
き
講
座
」
を
開
講

し
12
人
（
内
部
員
外
１
人
）

が
参
加
。
福
祉
課
の
職
員
６

人
が
講
師
と
な
り
、
片
側
ま

ひ
の
方
へ
の
衣
類
着
脱
方
法
、

車
い
す
へ
の
移
乗
方
法
な
ど
、

介
護
の
基
本
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

女
性
部
だ
よ
り

青年部だより

12

地域交流イベントに青年部が協力！地域交流イベントに青年部が協力！

大
泉
保
育
園
に
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」
を
贈
呈

大
泉
保
育
園
に
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」
を
贈
呈

西郷支部　ぶどう狩りで秋の味覚を満喫西郷支部　ぶどう狩りで秋の味覚を満喫

西郷支部の盟友の様子。

園児に「だだちゃ豆」を手渡す青年部員。

第
３
回
か
が
や
き
講
座

「
介
護・介
助
の
勉
強
会
」

第
３
回
か
が
や
き
講
座

「
介
護・介
助
の
勉
強
会
」

大泉支部の盟友の様子。 南支部の盟友の様子。



　園芸療法では、育てる・収穫するなどの経験を持つことで積極性を養ったり、心の安らぎを得るこ
とができます。また、リハビリに積極的でない方も手先を使ったり自然と体を動かすきっかけとなり、
機能訓練の効果を得ることが期待できます。げんき館では夏祭り用の枝豆や秋の収穫祭の芋煮に使う
里芋、ネギ等沢山の種類の野菜を育てています。デイサービスに隣接する畑にて、ご利用者様で野菜
作りをお楽しみいただけます。育てた野菜は希望があればお持ち帰りしていただくことができます。

N
ew
s from

 w
elfare

●
福
祉
だ
よ
り
●

理事会開催報告
2017.8.28 開催

9
9
7
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9
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郵
便
は
が
き

料
金
受
取
人
払
郵
便

鶴
岡
市
日
吉
町
3番
7号

JA
鶴
岡

「
組
合
員
の
声
」
　
　
係
 行
き

「
ふ
れ
あ
い
伝
言
板
」
係
 行
き

鶴
岡
局
承
認

差
出
有
効
期
限

平
成
3
0
年
4
月

1
4
日
ま
で

（
切
手
不
要
）

4
5

※
差
し
支
え
な
け
れ
ば
ご
記
入
く
だ
さ
い

お
名
前（
フ
リ
カ
ナ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
　
　
　
　
　
　
　
男
　
・
　
女

ご
住
所
　
〒

お
電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名
を

　
　
　
　
　（
　
　
　
　
　
）　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希
望
す
る
　
・
　
希
望
し
な
い

※
ポ
スト
に
投
函
さ
れ
る
か
、下
記
の
無
料
フ
ァ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
送
信
下
さ
い

〈
無
料
フ
ァ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ヤ
ル
〉 
08
00
-8
00
-5
09
0

（キリトリ線）

以上の全議案を慎重審議の上、全て原案通り
議決されました。

げんき館では、訪問や見学をいつでもお待ちしております。
お問い合わせは、げんき館デイサービスセンター  ☎0235-29-7725  まで

第１号議案　山形県随時検査の結果
について

第２号議案　ＪＡ全国監査機構 期
中監査Ⅰ期中改善指示
書について

第３号議案　個人情報保護に関する
規程類の改定について

第４号議案　固定資産（中央センタ
ー内オイル保管庫新設
工事）の取得について

第５号議案　農産物検査に関する登
録検査機関更新届出に
ついて 

第６号議案　福祉事業に関する運営
規程の一部変更につい
て

第７号議案　大口貸出の貸付承認に
ついて

第８号議案　勘定科目の設定につい
て 

第９号議案　平成30年度福祉事業
　　　　　　職員採用について

福祉

土を触って元気になろう！！げんき館でげんき館で

利用者様も頑張っています

収穫！収穫！

みんなで豆もぎ♪みんなで豆もぎ♪

職員の収穫の様子



クロスワードのこたえ 組合員の声 直通便

■正解者の中から、抽選で５名様にＪＡ鶴岡事
業利用券をプレゼント致します。『組合員の声』の
みのご利用の場合、記入なさらなくても結構です。

ふれあい伝言板
■広報に対するご意見、ご感想のほか、誰かに
伝えたい・聞いてほしい話などなんでも結構で
す。皆様のあたたかいお声をお待ちしています。

■ＪＡ事業に対する皆様の声をお聞かせ下さい。頂いたご意
見は匿名にて広報へ掲載させて頂く場合があります。

ふれあい伝言板・
組合員の声
応募用ハガキ
　ＪＡ鶴岡ではよりよいサービス

提供のため、皆様の声を大切にし

ています。皆様の声の窓口として、

「組合員の声直通便」ハガキをご

用意いたしましたので、このまま

切り取ってぜひご利用下さい。

　また、このハガキはクロスワー

ドパズルの応募用、ふれあい伝言

板への投稿用にもお使いいただけ

ます。

Crossword Puzzle

■けさらんちゃんへのメールは、kesaran@ja-tsuruoka.or.jp までどうぞ！

ブドウガリ先月号の答え

1

2

3

5

6

8

12

13

14

15

16

17

19

唱歌『虫のこえ』で最初に出てくる虫
江戸̶̶はガラスをカットして作られる工芸品です
よく内科と対比されます
マタタビ科の果物。鳥の名にちなんで
名付けられました
リビングともいいます
季節によって住む場所を変える鳥
箸を数えるときに使う言葉
舟をこぐ道具
こしあんと̶̶、どちらがお好き？
秋においしい魚の代表格
牛などに食べさせる牧草のこと
臼と一緒に働きます
吸盤がたくさんある海の生き物

1

4

7

9

10

11

13

15

16

17

18

20

21

くるくるとカールした髪
ふすまや障子はこの上を動きます
電車の中にぶら下げられています
くらを置いて乗ります
自分の娘の夫のこと
――に無勢だ、勝てないなあ
せき止めに良いといわれるバラ科の果物
車を止めて――ブレーキを引いた
スズシロはダイコン、スズナは
黄色い貴金属。元素記号はＡｕ
競技などを途中で棄権すること
眠るときに着る物
猫に――＝豚に真珠

色付きマスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉はなんでしょう？締切は10月5日。どしどしご応募下さい！
正解者の中から抽選で5名様に、1,000円分の『JA鶴岡お買物券』をプレゼント！ご応募お待ちしております！

タテのカギ ヨコのカギ

ふ
れ
あ
い

　
伝
言
板

▼
こ
こ
数
年
い
ろ
ん
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

取
り
組
み
ま
し
た
が
一
番
効
果
的
だ
っ

た
の
は
鍬
で
畑
を
耕
す
こ
と
で
し
た
。

野
菜
も
元
気
に
育
ち
、
二
重
の
喜
び
で

す
。
　
　
　
　
（
田
川
／
60
代
男
性
）

　
畑
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
も
で
き
、
お
い
し
い
野
菜
も
作
れ
て

最
高
で
す
ね
。
収
穫
の
秋
を
迎
え
ま
す
。

い
ろ
ん
な
お
い
し
さ
を
、
た
く
さ
ん
味

わ
う
た
め
に
も
、
元
気
に
畑
仕
事
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
い
っ
ぱ
い
体
を
動
か

し
て
お
い
し
い
も
の
た
く
さ
ん
食
べ
る

ぞ
ー
。

▼
夏
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
特
集
　
産
直
白
山

店
に
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
種
類
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
買
い
物
に
行
く
だ
け
で
な
く
ジ

ェ
ラ
ー
ト
食
べ
に
も
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
（
西
目
／
30
代
女
性
）

　
産
直
白
山
店
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、

是
非
と
も
い
ろ
ん
な
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
召

し
上
が
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
す
っ
き

り
と
し
た
甘
さ
が
と
て
も
上
品
な
味
わ

い
で
す
よ
。

　
そ
れ
と
、
数
量
限
定
で
す
が
「
か
き

揚
げ
そ
ば
」
も
お
す
す
め
で
す
よ
。
風

味
豊
か
な
田
川
産
の
そ
ば
に
、
サ
ク
サ

ク
の
か
き
揚
げ
が
の
っ
て
い
ま
す
よ
。



15

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
の

営
業
時
間
変
更
に
つ
い
て

●
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
資
材
館…

10

月
1
日
〜
2
月
28
日　

8
時
30

分
〜
17
時
30
分
（
日
曜
定
休
）

●
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
西
郷
店…

11

月
1
日
〜
2
月
28
日　

8
時
30

分
〜
17
時
30
分
（
日
曜
定
休
）

●
南
資
材…

12
月
1
日
〜
2
月

28
日
ま
で
休
業
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

ご
利
用
の
際
は
、
資
材
館
・
西

郷
店
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※

生
産
資
材
配
送
セ
ン
タ
ー

（
事
務
所
）
は
、
11
月
〜
2
月

末
ま
で
土
日
・
祝
日
を
休
業
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
配
送
セ
ン
タ
ー　

　

０
８
０
０―

８
０
０―

６
０
０
６

コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

無
休
営
業
の
お
知
ら
せ

　

鶴
岡
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
10
月
の
1
ケ
月
間
、
秋
の

繁
忙
期
を
迎
え
る
た
め
、
土

日
・
祝
日
も
「
コ
ン
ポ
ス
ト
バ

ラ
」
の
受
け
渡
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
自
己
取
り
希
望
者
に
軽

ト
ラ
ッ
ク
（
ダ
ン
プ
）
の
無
料

貸
出
を
始
め
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
ご
利
用
下
さ
い
。

【
無
休
営
業
期
間
】

10
月
1
日（
日
）〜
31
日（
火
）

【
受
け
渡
し
時
間
】

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
配
送
セ
ン
タ
ー　
　

　

０
８
０
０―

８
０
０―

６
０
０
６

棚
卸
日
の
営
業
時
間
変
更
に
つ
い
て

　

9
月
29
日（
金
）に
南
資
材
・

資
材
館
・
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
西
郷

店
で
棚
卸
を
実
施
致
し
ま
す
。

　

午
後
か
ら
休
業
に
な
り
ま
す

の
で
、
資
材
の
注
文
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

第
25
回
Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
争
奪

中
学
校
野
球
大
会
の
開
催

　

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
争
奪
中
学
校
選

抜
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
大
会
は
、
農
産
物
の
消
費
拡

大
や
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て

毎
年
主
催
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
声
援
を

送
っ
て
下
さ
い
。

【
日
時
】

　

平
成
29
年
9
月
23
日
（
土
） 

　

〜 

24
日
（
日
）

【
場
所
】

　

鶴
岡
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

【
試
合
時
間
】
9
時
00
分
〜

【
主
催
】

　

Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
鶴
岡
地
区
野
球

　

連
盟

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
合
企
画
課

　

☎
33―

8
１
7
9

枝
豆
脱
莢
機
・
コ
ン
バ
イ
ン

予
約
整
備
の
ご
案
内

　

今
月
の
「
ふ
れ
あ
い
外
務
」

で
保
有
者
の
方
に
ご
案
内
し
て

お
り
ま
す
。

【
整
備
特
典
】

　

●
予
約
整
備
割
引
と
し
て
基

　
　

本
料
金
を
10
％
値
引
き
い

　
　

た
し
ま
す
。

　

●
2
年
以
上
の
連
続
予
約
整

　
　

備
の
場
合
は
20
％
割
引
い

　
　

た
し
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　

平
成
29
年
11
月
15
日
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
】

　

◆
中
央
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
35―

７
０
６
６

　

◆
西
郷
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
76―

２
３
７
０

　

◆
北
部
工
場

　
　

☎
24―

２
８
４
４

　

◆
南
部
工
場

　
　

☎
24―

２
８
０
４

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用

手
数
料
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
10
月
2
日
よ
り
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
ご
利
用
す
る
場
合
の
利
用
手

数
料
を
見
直
し
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
会
っ
た
人
に
〝
あ
れ
、

痩
せ
ま
し
た
？
〞
と
聞
か
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
痩
せ
て
な

ん
か
い
ま
せ
ん
。
ダ
イ
エ
ッ
ト

な
ん
か
し
て
い
ま
せ
ん
。
体
重

計
に
の
っ
て
い
ま
す
が
減
っ
て

い
ま
せ
ん
。
2
、
3
㎏
の
変
動

は
誤
差
の
内
で
す
。
相
変
わ
ら

ず
の
脂
多
め
、
味
濃
い
め
、
水

分
も
多
め
。
節
制
な
ん
て
し
て

い
ま
せ
ん
。
沢
山
は
食
べ
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
消
費
拡

大
と
称
し
て
お
米
食
べ
て
い
ま

す
。
暴
飲
暴
食
も
し
ま
す
。
飲

み
会
な
ど
で
は
飲
み
す
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
。
特
別
運
動
も
し
て

い
ま
せ
ん
。
概
ね
健
康
で
す
。

沢
山
の
水
を
飲
ん
で
、
尋
常
じ

ゃ
な
い
汗
を
か
い
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
仕
事
を
す
る
と
お

腹
が
空
き
ま
す
。

　

待
ち
に
待
っ
た
新
米
の
季
節

で
す
。
美
味
し
い
鶴
岡
産
の
お

米
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
委
員
　
坂
東
　
陽
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斎
）

I N F O R M A T I O N JAからの お知らせ

利用時間 
見直し前 見直し後 

ご入金 お引出 ご入金 お引出 

 

 

 

 

 

    

 

 
  

 

108 円

108 円108 円

216 円108 円

無料

無料無料

平日　8:45～18:00

土曜　9:00～14:00

上記以外
（休日・12/31・1/2・1/3 を含む）

適用日　平成29年10月2日（月曜日）より

（金額：税込）



　　　　JA鶴岡広報誌『けさらん』№561　2017年9月発行
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●ホームページ　http://www.ja-tsuruoka.or.jp　●Eメール　kesaran@ja-tsuruoka.or.jp

暮らしに幸せ運ぶ

ＱＲコードからアクセス

　不動産センターでは、
10月10日（火）旧ジブラ
ルタ生命鶴岡ビル1階に新
店舗を移転オープンいた
します。また、新店舗で
は新たに旅行センター駅
前店も開設されます。引
き続きご利用賜りますよ
うお願い申し上げます。
尚、10月７日（土）は移
転作業のため臨時休業と
させていただきますので
ご了承願います。

不動産センター店舗移転
および旅行センター
駅前店開設のお知らせ

８月４日に、自動車部門の総合サイトがスタートしました!!
車検・整備、定期点検、オイル交換もお得で便利な割引やサービス
がいっぱいです。また、登録済未使用車や、選びぬいた人気中古車
を常時50台ほど展示中で、ホームページにも掲載し
ております！もちろん、新車も販売していますよ。
自動車燃料課スタッフ一同、とびっきりのスマイル
でお待ちしております　(^^)/

自動車部門のホームページがスタートしました！！
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